
４月１日から

青切符が

取り締まりの対象年齢は16歳以上

（交通反則通告制度）自転車の違反自転車の違反にも適用されます！にも適用されます！

◆交通反則通告制度
　（いわゆる青切符）とは？
▶交通違反をした場合の
　手続きを簡略化するた
　めの仕組みです。
▶指定期間内に反則金を
　納めると、出頭を求め
　られたり、裁判などを
　受けずに、手続きが終
　了します。
※「飲酒運転」や「妨害
　運転」などの重大な違
　反や違反行為によって
　交通事故を発生させた
　場合は、青切符ではな
　く刑事事件の対象とな
　ります。

　町内の中学校、葛巻高校の生徒を対象に事前講習が行
われ、３月５日は葛巻中学校の３年生が受講しました。
　講師を務めた岩手警察署交通課の古里信吾さんは、令
和６年に県内で発生した交通事故件数のうち、約１割が
自転車の関係する事故となっている点を踏まえ、基本的
な交通ルールを解説。「交通事故が与える影響はさまざま
でどれも大きなもの。被害者側と加害者側の視点を忘れ
ずにルールを順守してほしい」と生徒に呼びかけました。

反則金  5,000円 5,000円
※車道で自動車などが自転
車などの右側を通過する際
に、両者間に十分な間隔がな
いときは、自転車などはでき
る限り道路の左側端に寄っ
て通行しなければならない。

被側方通過車義務違反新設 並進

反則金  3,000円 3,000円

一時不停止

反則金  5,000円 5,000円

車道が原則、左側を通行／歩道は例外、歩行者を優先１
交差点では信号と一時停止を守って、安全確認２
夜間はライトを点灯３
飲酒運転は禁止４
ヘルメットを着用５

主な違反例と反則金額 （対象違反行為は全部で113種類）

３

映像資料を交えながら基本の交通ルールを学習

１

４ ５

▶詳細はこちらから▶詳細はこちらから
（警察庁ホームぺージ）（警察庁ホームぺージ）転車安全利用五則を守りましょう！転車安全利用五則を守りましょう！自自

内の各学校で事前講習が行われました内の各学校で事前講習が行われました町町

２

携帯電話の使用など
（ながら運転）

反則金 12,000円

信号無視

反則金  6,000円 6,000円
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▲開署を祝して行われたテープカット
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３
月
20
日
、
鍋
倉
ミ
ツ
ヱ
さ
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１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、
入
居

し
て
い
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
く
ず
ま
き

で
、
鈴
木
重
男
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ら
祝
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祝
い
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花
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が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
祝
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け
取
っ
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ヱ
さ
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「
あ
り
が
と
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ご
ざ
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ま
す
」

と
は
っ
き
り
と
し
た
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調
で
感
謝
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言
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う
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え
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施
設
で
は
、
好
き
嫌
い
な
く
何
で

も
よ
く
食
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、
毎
日
元
気
に
過
ご
さ

れ
て
い
る
ミ
ツ
ヱ
さ
ん
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３
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20
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生
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お祝いに集まった家族の皆さんと記念撮影

祝祝

　
盛
岡
中
央
消
防
署
葛
巻
分
署
の
開

署
式
が
３
月
２
日
に
行
わ
れ
、
関
係

者
な
ど
約
１
０
０
人
が
出
席
し
ま
し

た
。
鈴
木
重
男
町
長
は
「
く
ず
ま
～

る
を
拠
点
に
信
頼
さ
れ
る
消
防・
防

災・
救
急
体
制
を
確
立
し
、
町
民
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
こ
と
を
改
め
て
誓
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
。
会
場
で
は
分
署
員
を

は
じ
め
関
係
者
一
人
一
人
の
決
意
に

満
ち
た
表
情
が
見
ら
れ
、
安
全
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
新
た
な
一

盛
岡
中
央
消
防
署
葛
巻
分
署

盛
岡
中
央
消
防
署
葛
巻
分
署

新
た
な
拠
点
で
、
気
持
ち
も
新
た

歩
が
踏
み
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
住
民
が
消
防
活
動
を
身
近
に
体
感

　
運
用
開
始
に
先
立
ち
、
２
月
23
日

に
は
地
域
住
民
向
け
の
内
覧
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
約
３
０
０
人
が
来
場

し
、
施
設
内
を
見
学
し
な
が
ら
分
署

員
の
説
明
を
聞
い
た
り
、
消
防
車
と

写
真
を
撮
る
な
ど
消
防
活
動
に
触
れ
、

身
近
に
感
じ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

▲安全安心のまちづくりへ気持ちを
新たにする出席者の皆さん

方
々
や
職
員
と
の
会
話
を
何
よ
り
の

楽
し
み
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
当
日
は
、
２
人
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
ご
家
族
も
お
祝
い
に
駆
け
付
け
、

特
に
埼
玉
県
在
住
の
お
孫
さ
ん
の
顔

を
目
に
し
た
際
に
は
、
う
れ
し
涙
を

流
す
場
面
も
あ
り
、
家
族
の
絆
の
深

さ
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
娘
さ
ん
は

「
働
き
者
で
、
い
つ
も
体
を
動
か
し

て
い
る
印
象
」
と
振
り
返
り
「
こ
れ

か
ら
も
元
気
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
」

と
願
い
を
込
め
て
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
節
目
と
な
る
１
０
０
歳
の
誕
生
日

は
、
家
族
や
施
設
関
係
者
ら
に
囲
ま

れ
、
温
か
な
祝
福
に
包
ま
れ
る
ひ
と

と
き
と
な
り
ま
し
た
。


